
在籍型出向制度等を活用した
中部運輸局・観光団体へのマッチング説明会

④制度を活用した事業者による事例紹介

報告者：鯱第一交通株式会社
栗原 教臣
（くりはら のりたか）



１．会社概要

２．人材採用に対する弊社の取組み

３．在籍型出向制度の活用



会社概要

第一交通産業株式会社

〈福岡県北九州市小倉北区馬借2-6-8〉

資本金 ２０億27百万円

連結売上高 1,055億円（令和2年3月期）

福岡証券取引所上場企業

事業内容 タクシー、バスを中心に北海道から沖縄県まで全国３４都道府県、

２３０営業所にて事業展開中。

グループ内会社 180社（連結子会社157社）

グループ全従業員数 約15,000名

タクシー・バス保有台数 約 9,162台（令和2年3月末現在）
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愛知地区営業所一覧
（4営業所 保有台数201台）

鯱第一交通
本社営業所

鯱第一交通
名港営業所

大宝第一交通
六番町営業所

鯱第一交通
東海営業所
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弊社の置かれた環境
・応募者の減少（ネガティブイメージ）
・乗務員の高齢化及び離職
・若年者層の不足

新卒、女性、氷河期世代、シニア、障碍者
と幅広い層への働きやすさの発信
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出向元企業

在籍出向の相関図

①出向元紹介
依 頼

②出向先の
紹介

③出向契約
締 結

・産業雇用安定センターが出向元企業と出向先企業の登録を受け付ける。
・産業雇用安定センターが出向先企業と出向元企業とのマッチングをサポートする。
・出向元企業、出向先企業と労働条件、報酬を調整した上で契約を締結する
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出向者受入に対しての不安
・労働条件の違い ・出向期間
・報酬 ・既存社員との関係
・出向社員のスキル

産業雇用安定センターに相談することで
出向元企業と調整可能。
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在籍型出向について
の記事掲載
※この他にもテレビ局の取材
を受けています。
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